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平成 27 年第５回上小阿仁村議会定例会会議録（第１号） 

 

○招集（開会） 年月日   平成 27 年９月１日 

 

○招  集  場  所   上小阿仁村議会議場 

 

○開 議 年 月 日（時間）   平成 27 年９月 1 日（10 時 00 分） 

 

○出 席 議 員 

  １番  伊 藤 秀 明 君    ２番  伊 藤 敏 夫 君 

  ３番  北 林 義 髙 君    ４番  佐 藤 真 二 君 

  ５番  齊 藤 鉄 子 君    ６番  大城戸 ツヤ子 君 

  ７番  武 石 辰 久 君    ８番  小 林   信 君 

 

○欠 席 議 員   な し 

 

○地方自治法第 121 条の規定により説明のため、会議に出席した者の職氏名 

  村          長   小 林 悦 次 

  主 幹 兼 総 務 課 長   小 林   隆 

  住 民 福 祉 課 長   伊 藤 精 治 

  産 業 課 長 兼 建 設 課 長   武 石   晋 

  特別養護老人ホーム施設長   小 林 雄 幸 

  主 幹 兼 診 療 所 事 務 長   河 村 良 満 

  教 育 長   高 橋   充 

  教 育 委 員 会 事 務 局 長   小 林 博 隆 

 

○本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  議会事務局長   田 村 秀 幸 

  議 会 書 記   小 林 京 子 

 

○村長提出議案の題目   別紙のとおり 

 

○議員提出議案の題目   な し 

○議 事 日 程 

 第 1  会議録署名議員の指名 

 第 2  会 期 の 決 定 



 －2－  

 第 3  行 政 報 告 

 第 4  一 般 質 問 

 第 5  議案第１号 平成 26 年度上小阿仁村一般会計歳入歳出決算の認定 

           について 

 第 6  議案第２号 平成 26 年度上小阿仁村国民健康保険事業勘定特別会 

           計歳入歳出決算の認定について 

 第 7  議案第３号 平成 26 年度上小阿仁村国民健康保険診療施設勘定特 

           別会計歳入歳出決算の認定について 

 第 8  議案第４号 平成 26 年度上小阿仁村特別養護施設特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

 第 9  議案第５号 平成 26 年度上小阿仁村簡易水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

 第10 議案第６号  平成26年度上小阿仁村農業集落排水事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

 第11 議案第７号  平成26年度上小阿仁村下水道事業特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

 第12 議案第８号  平成26年度上小阿仁村介護保険事業勘定特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

 第13 議案第９号  平成26年度上小阿仁村後期高齢者医療特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

 第 14 議案第 10 号 平成 27 年度上小阿仁村一般会計補正予算について 

 第 15 議案第11号 平成27年度上小阿仁村国民健康保険事業勘定特別会計 

           補正予算について 

 第 16 議案第12号 平成27年度上小阿仁村国民健康保険診療施設勘定特別 

           会計補正予算について 

 第 17 議案第13号 平成27年度上小阿仁村特別養護施設特別会計補正予算 

           について 

 第 18 議案第14号 平成27年度上小阿仁村簡易水道事業特別会計補正予算 

           について 

 第 19 議案第15号 平成27年度上小阿仁村介護保険事業勘定特別会計補正 

           予算について 

 第 20 議案第16号 平成27年度上小阿仁村後期高齢者医療特別会計補正予 

           算ついて 

 第 21 議案第 17 号 上小阿仁村個人情報保護条例の制定について 

 第 22 議案第 18 号 小阿仁村手数料条例の一部を改正する条例について 

 第 23 議案第 19 号 上小阿仁村と秋田県との間の行政不服審査会の事務委 
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           託について 

 第 24 議案第 20 号 小沢田地区統合簡易水道建設工事請負契約の締結につ 

           いて 

 第 25 請願・陳情 

 

○本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

 

○会議録署名議員の氏名 

  ７番 武 石 辰 久 君    １番 伊 藤 秀 明 君 

 

 

  10 時 00 分 開会 

○議長（小林信） おはようございます。ただ今の出席議員は、8 名でありま

す。 

 定足数に達しておりますので、これより平成 27 年第 5 回上小阿仁村議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

 

 諸般の報告 

○議長（小林信） 日程に入る前に諸般の報告を行います。 

 この件につきましては、議員各位のお手元に文書を配布しておりますので、

これにて諸般の報告といたします。 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小林信） 日程第 1 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第 119 条の規定により議長において、7 番 武

石辰久君、1 番 伊藤秀明君を指名いたします。 

 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（小林信） 日程第 2 会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から 9 月 11 日までの 11 日間と 

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小林信） 異議なしと認めます。よって、会期は 11 日間と決定いたし
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ました。 

 

 説明員の通告 

○議長（小林信） 説明員の通告がありますので、報告いたします。 

 主幹兼総務課長、小林隆君。住民福祉課長、伊藤清治君。産業課長兼建設課

長、武石晋君。特別養護老人ホーム施設長、小林雄幸君。主幹兼診療所事務長、

河村良満君。教育長、高橋充君。教育委員会事務局長、小林博隆君。 

 

 日程第３ 行政報告 

○議長（小林信） 日程第 3 村長より、行政報告についての発言を求められ

ておりますので、これを許します。村長。 

  （小林悦次村長 登壇） 

○村長（小林悦次） 平成 27 年第 5 回上小阿仁村議会定例会にあたりまして行

政報告をいたします。お手元の資料により説明をさせていただきます。 

 最初に総務課関係であります。 

1．平成 26 年度決算について 

 平成 26 年度各会計の決算は、一般会計では 8,560 万 5,000 円、うち繰越明許

費繰越財源 92 万 9,000 円を除くものでありますけれども、黒字決算となりまし

た。 

 また、特別会計では、6 会計で繰越金が出ており、総額で 896 万 7,000 円と

なりました。 

 各会計の歳入歳出決算は、次表のとおりですので、のちほどご覧をいただき

たいというふうに思います。 

2．平成 27 年度補正予算について 

 平成 27 年度一般会計補正予算は、2 億 3,148 万 5,000 円の追加補正で、補正

後の総額は 25 億 36 万 2,000 円となります。 

 一般会計で計上された主なものは次のとおりであります。 

 庁内ネットワークマイナンバー対応業務委託料 189 万円。秋田県町村電算シ

ステム共同事業組合負担金 802 万 4,000 円。公共施設等総合管理計画策定支援

業務委託料 162 万円。国際交流費、これにつきましては、台湾の萬巒郷訪問団

の来村される経費であります。295万円。財政調整基金積立金１億4,031万4,000

円。減債基金積立金 6,000 万円。通知カード個人番号カード関連事務委任委託

料 92 万円。国民健康保険事業勘定特別会計繰出金 246 万 6,000 円の減額であり

ます。国民健康保険診療施設勘定特別会計繰出金 1,013 万 4,000 円。介護保険

事業特別会計繰出金476万 3,000円。健康推進車購入費225万 2,000円の減額。

造材事業委託料 143 万 2,000 円。 
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 特別会計は次の６会計について、総額 1,576 万 4,000 円の追加補正で、補正

後の総額は 17 億 6,137 万 6,000 円となります。次表については、後ほどご覧を

いただきたいというふうに思います。 

3．KAMIKOANI プロジェクト秋田 2015 について 

 8 月 6 日、KAMIKOANI プロジェクト秋田のＰＲのため、秋田市で行われた竿灯

演技の前に、竿灯大通りでスタッフをはじめ婦人会、作家の皆さんと大観衆の

前をパレードし、プロジェクトをＰＲしてまいりました。 

 また、県、村及び関係者で実行委員会を組織しての KAMIKOANI プロジェクト

秋田 2015 は、8 月 1 日に開幕し、午後 2 時から八木沢集落棚田舞台でオープン

ニングセレモニーを行いました。会場は、昨年と同じく八木沢会場、沖田面会

場、小沢田会場の 3 会場で開催されており、沖田面会場の旧沖田面小学校では

アーティスト・イン・レジデンスで、作家の方々が沖田面に滞在して、製作状

況を来場者に説明しながら作品づくりを行いました。 

 今年度の実行委員会事業費は2,849万円であり、その内100万円については、

グッズの売り上げ、企業からの協賛金等によって対応することとしております。

広くたくさんの方々のご協力をお願いして、いろいろな方の関わり合いの中で

事業を推進したいと考えております。 

 ９月 13 日のクロージングまで、多くの方にご来場いただくようＰＲ等に努め

てまいります。 

4．路線バスの廃止について 

 ７月 30 日に第 9 回上小阿仁村地域公共交通会議が開催され、一日一往復の堂

川経由の米内沢沖田面線（土日祝日は運休）の廃止について協議され、9 月末

日をもって廃止することで報告を受けております。 

 このバス路線におきましては、平成 15 年 6 月に、堂川経由で米内沢方面のバ

ス乗り入れがないことから、堂川地区住民の陳情を受けて秋北バスへ要請した

路線でありますが、平成23年度において、平均乗車密度が1.0であったものが、

26 年度では 0.1 となっており、経常損失についても 126 万 2,000 円の赤字から

158 万 7,000 円の赤字となっており、バス会社から廃止の申し出がなされたも

のであります。村からの補助は、赤字額の４分の１となっております。 

 平成 27 年１月 20 日から 2 月 19 日までの１カ月間の乗車人数の調査結果は、

小沢田入口から 2 名の乗車があった日が１日のみということでありました。 

 この件につきましては、堂川集落に伝えております。また、同系統は北秋田

市に乗り入れをしておりますが、北秋田市についても廃止することに同意して

おります。 

5．人口ビジョン・総合戦略策定プロポーザル結果について 

 地方創生事業の人口ビジョン・総合戦略の作成委託のため、プロポーザルに
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よる委託業者を決定し契約しております。なお、参加業者は 3 社でありました。 

 委託事業名は上小阿仁村人口ビジョン総合戦略策定支援事業委託。 

 請負業者 株式会社フィデア総合研究所。 

 契約金額 645 万 8,400 円。 

 委託期間 平成 27 年 8 月 8 日～28 年 3 月 31 日までであります。 

6．全国移住ナビＰＲビデオ作成プロポーザル結果について 

 全国移住ナビＰＲビデオ作成委託のため、プロポーザルにより委託業者を決

定し、契約しております。なお、参加業者は 2 社でありました。 

 委託事業名 上小阿仁村移住促進ＰＲビデオ製作業務委託。 

 請負者 秋田テレビ株式会社。 

 契約金額 485 万 6,890 円。 

 委託期間 平成 27 年 8 月 8 日～28 年 3 月 31 日までであります。 

7．おらがふるさとフェスティバルについて 

 8 月 14 日、お盆恒例の第 27 回おらがふるさとフェスティバルを開催いたし

ました。雨模様の中、午後 2 時からのちびっこ魚つかみ大会、午後 5 時 30 分か

らトレーニングセンターに会場を変更して行われたイベントとも、帰省客や多

くの村民が参加いたしました。 

 ご協力いただきました関係者の皆様方に心から感謝申し上げます。 

8．台湾萬巒郷からの訪問団及び村からの青年・一般研修について 

 台湾萬巒郷から、10 月に本村に訪問したいとの連絡があり、受け入れについ

ての予算を計上しております。詳しい日程、内容等については、これからの打

合せになりますけれども、快くお迎えできるよう準備を進めてまいります。 

 なお、村から萬巒郷への研修は、青年の部 4 人、一般の部 4 人として計画し

ておりますけれども、10 月に訪問された際に打ち合わせをさせていただき、そ

れ以降の実施といたしたく考えております。 

 次に住民福祉課関係 

１．敬老会について 

 平成 27 年度の敬老会を 9 月 18 日に健康増進トレーニングセンターで挙行す

る予定としております。 

 対象者は、75 歳以上の方々で、男性 279 名、女性 514 名で、計 793 名となっ

ております。なお、90 歳以上の方が 116 名、その内 100 歳以上の方が 4 名とな

っております。 

 また、今回、金婚を迎えられたご夫婦は 12 組となっております。多年にわた

り社会貢献され、村の発展に寄与された皆様のご長寿を衷心よりお祝い申し上

げますとともに、議員各位におかれましても、ぜひご出席をしていただきご長

寿をお祝いいただきますようお願いいたします。 
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2．北秋田市周辺衛生施設組合について 

 7 月 27 日、北秋田市周辺衛生施設組合定例議会が開催され、監査委員に上小

阿仁村の佐藤真二議員が選任されております。 

 平成 26 年度決算については、歳入総額 2 億 574 万 4,000 円、歳出総額 1 億

9,677 万 3,000 円で 897 万 1,000 円の繰越となっております。 

 また、平成 27 年度補正予算については、平成 26 年度からの繰越金の補正、

非常勤職員の退職に伴う人件費 1 名分の減額補正と運転管理業務委託として委

託職員１名分の増額補正を行っております。 

 し尿処理の状況については、平成 26 年度の搬入量は 28,767.6 キロリットル

で前年度と比較して 1.7％減となり、１日平均処理量は 78.8 キロリットルとな

っております。その内訳は、し尿 13,989.6 キロリットル。浄化槽汚泥 14,778

キロリットルとなっております。 

3．北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合について 

 8 月 5 日、北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合定例議会が開催され、議長

に北秋田市の山田博康議員、副議長に上小阿仁村の北林義髙議員が選任されて

おります。 

 平成 26 年度決算については、歳入総額 9,171 万 3,000 円、歳出総額 8,980

万 2,000 円で、191 万 1,000 円の繰越となっております。 

 また、平成 27 年度補正予算については、平成 26 年度からの繰越金と基金積

立金の補正を行っております。 

 清幸苑の平成 26 年度における利用実績は、人体 344 件、動物など 118 件の

462 件となっており、前年度より人体で 13 件の増、動物で 11 件の減となって

おります。 

 また、長下最終処分場の平成 26 年度における搬入実績は 212 トン、内訳は自

己搬入粗大ごみ 129 トン、家屋解体材 67 トン、市村収集粗大ごみ 5 トン、市村

直接及び災害ごみ 11 トンとなっており、平成 25 年度と比べ全体で 36 トンの減

少となっております。 

4．消防・防災について 

 ７月17日午前9時5分頃に上五反沢春沢林道上で車両１台が全焼する火災が

発生し、午前 9 時 59 分に鎮火しました。また、同日午後 4 時 15 分頃に上仏社

で非住家が全焼する火災が発生し、午後 5 時 33 分に鎮火しております。 

 どちらの火災でも、幸い怪我人はおりませんでしたが、村民の安全、安心の

確保と大切な財産を守るため、今後より一層、火災予防の啓発や消防水利の確

保に努めていきたいと考えております。 

 ７月 26 日、秋田県消防協会大館北秋田支部消防訓練大会が村民グラウンドで

開催されました。 
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 地元での開催ということもあり、消防分署及び分団の方々には、会場整理等

のご協力をいただき感謝申し上げます。 

 上小阿仁村消防団の成績は、規律訓練の部 6 位、ポンプ車操法の部 3 位、小

型ポンプ操法の部 6 位という成績でありました。 

 また、9 月 6 日には、地震災害を想定した秋田県消防協会大館北秋田支部総

合防災訓練が、上小阿仁村を会場として開催されます。 

5．健康づくり事業について 

 今年度の健康づくり講演会は、今までに 2 回実施しております。 

 １回目は 6 月 22 日に認知症をテーマに、秋田緑ヶ丘病院の坂本哲也先生。2

回目は７月 30 日に難聴をテーマに、県立リハビリテーション・精神医療センタ

ーの能登霊威先生に講演をしていただきました。 

 いずれの講演会も多くの人に参加をいただき、関心の高いことを認識させら

れております。 

 次回の講演会は、9 月 10 日に、若者への支援をテーマにＮＰＯ目的のある旅

の草野剛先生の講演を予定しておりますので、多くの村民の皆様方に参加して

いただきたいと思っております。また、この講演会が、少しでも村民の心身の

健康づくりに役立ち、自殺予防につながっていくことを期待しております。 

 ８月７日には、秋田県の自殺予防緊急対策事業の一環として、秋田県健康福

祉部次長ほか５名の職員が、自殺予防市町村キャラバン隊として村を訪問し、

知事からのメッセージの伝達と村関係者との意見交換会を実施しております。 

 産業課関係に入ります。 

1．稲作状況について 

 秋田県北秋田地域振興局農林部は、7 月 24 日に水稲の生育状況を発表してお

ります。あきたこまちは、北秋田地区（9 調査地点）において、草丈は 69.6cm、

1 平方当たりの茎数は 601 本となっております。 

 また、秋田県病害虫防除所が 8 月 7 日に発表した注意報第 2 号では、8 月 1

日巡回調査の県内 100 地点において斑点米カメムシ類のすくい取りを行い、そ

の数は平均 2.3 頭、発生地点率 58％でいずれも高く、過去 10 年間では、前年

に次いで多くなっており、本田内における斑点米カメムシ類の発生量は今後も

多く推移すると予想されていることから、こあに電話で斑点米カメムシ類防除

の徹底を呼びかけております。 

2．森林保険の申請について 

 平成 27 年の降雪により多数の根返り、幹折れ等が発生し村所有林が被災した

ため、7 地区を雪害申請しております。 

 なお、本年 4 月 1 日から森林保険事業が政府から国立研究開発法人森林総合

研究所に移管され、森林国営保険から森林保険に名称が変更になっております。 
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 内訳の表につきましては、後ほどご覧いただきたいというふうに思います。 

3．高能率生産団地路網整備事業の取り組みについて 

 秋田県が目指す木材供給基地づくりを実現するため、高能率生産団地路網整

備事業に取り組み、労働生産性の向上と原木の安定供給を促進し、村の林業活

性化と木材産業の振興を図ります。この事業は、県営による林道専用道を開設

し、国 6 分の 3、県 6 分の 2、村 6 分の 1 で実施されるもので、平成 28 年度採

択に向けて鋭意手続きを進めてまいります。 

 計画路線は、五反沢字多々羅沢から八森沢間の約 4,000 メートル、事業費は

9,600 万円で工事期間は 5 年程度見込んでおります。 

4．上小阿仁村プレミアム付商品券事業について 

 8月11日現在、商品券事業の加盟店は50事業所で、商品券の販売累計が5,029

セット、3,017 万 4,000 円で、全体の 71.8％となっておりますので、完売に向

けこあに電話で購入を呼びかけております。なお、8 月 31 日現在、昨日時点で

すけれども、これにつきましては、もう完売したというふうな報告を受けてお

ります。7,000 セット、4,200 万円というふうに報告を受けております。 

5．北秋ご当地グルメ秋まつりについて 

 10 月 3 日～4 日に、道の駅を会場に第 5 回大館・北秋ご当地グルメ秋まつり

IN KAMIKOANI ふるさと北秋田～文化の継承～が開催されます。 

 これは、秋田県北秋田地域振興局、村、村商工会、あきた北央農協、村観光

協会、かみこあに観光物産株式会社で組織する実行委員会が主催となり、大館・

北秋田地域が取り組んでいる新たな食をはじめ、にぎわい創出と古くから親し

まれている伝統食を一堂に会したイベントの開催により、地域の食の魅力を広

く情報発信するとともに、観光誘客の拡大に寄与することを目的としておりま

す。 

 8 月 3 日には、イベントの業務委託業者が決定し、大館北秋の出店事業者 17

業者のうち村内業者 4 業者、県内のゲスト出店事業者 3 業者を含めて 20 業者を

予定しており、売上額 400 万円、誘客数 5,000 人を目標に準備を進めておりま

す。また、本イベントに併せて物産センターでも直売所での試食や山菜、ミズ

のコブ等の地場産を使った商品の販売を行うこととしております。 

 初日は、ミニライブで会場を盛り上げ、翌日は村の伝統芸能を披露し、また

来たいと思っていただけるイベントにし、交流人口の増加及びイベント実施後

の観光誘客を図ってまいります。 

6．造林事業等について 

 8 月 31 日に入札会を開催し、除伐 3 件、間伐 1、植栽 1 件の計 5 件を発注す

る予定となっております。なお、これについては、追加で表を提出させていた

だいておりますので、それをご覧いただきたいというふうに思います。 
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 建設課関係 

1．簡易水道事業について 

 小田瀬地区小規模水道の解消と大林地区の水質改善を図り、沖田面地区の老

朽化貯水池の改良を図るため、3 地区を統合する簡易水道事業を計画し手続き

を進めてまいります。 

2．住宅リフォーム緊急支援事業について 

 村の住宅リフォーム緊急支援事業については、次表のとおりとなっておりま

すので、後ほどご覧いただきたいというふうに思います。 

3．工事等の発注状況について 

 平成27年6月定例会以降の発注状況は、次のとおりとなっております。なお、

小沢田地区統合簡易水道建設工事、朦沢中茂線舗装補修工事、菊桜岱橋補修工

事等の入札会を、昨日、開催しております。これにつきましても、追加で表を

提出させていただいておりますので、そちらの方と合わせてご覧いただきたい

というふうに思います。 

 次のページ、9 ページになります。 

 教育委員会関係であります。 

1．総務学校班関係について 

（1）6 月 20 日～21 日に行われました大館北秋田中学校総合体育大会では、少

ない部員ながら最後まで全力で戦いました。女子バスケットボール部は、経験

不足を気迫と頑張りで補いました。野球部は事実上の決勝戦といわれるほどの

好ゲームでしたが、勝利の女神はほほえみませんでした。 

 陸上部は、3 名が全県大会への出場権を獲得しました。一生懸命取り組む生

徒の姿に、大会・学校関係者からも大きな評価をいただきました。 

（2）7 月 1 日、学校における伝統芸能承継活動がスタートし、小沢田の駒踊り

33 名、大林の獅子踊り 23 名、八木沢番楽 13 名に分かれて、それぞれの保存会

や地域の方々の指導をいただきながら、本格的な練習を開始しました。本年度

から小学校 4 年生以上の児童生徒全員が取り組んでいます。村のふるさとフェ

スティパルへの出演も恒例となり、秋の学校祭においても、その成果を地域の

方々に披露いたします。 

（3）7 月 8 日の学期末ＰＴＡにおいて、秋田県警の協力を得て、小学校高学年

以上の児童生徒並びにその保護者を対象に命の大切さ学習教室を実施しました。

自分の子どもを交通事故で亡くされた方のお話を聞き、児童生徒からは、命は

自分にとって大切なものだけれど、家族など周りの人にとっても大切なものだ

と学ぶことができた。私たちができることは今ある命を大切にすること等の感

想が聞かれました。 

（4）7 月 27 日、28 日の両日、昨年に引き続き五城目町水泳協会から指導者を
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招き、小学校 1・2 年生 17 人を対象として水泳教室を実施しました。子ども達

は見違えるほど上達し、大きな成果を上げることができました。 

（5）7 月 28 日、29 日には、中学校１年生は村内 5 カ所、2 年、3 年生は村外

12 カ所で職場体験学習を行い、働くことを通して多くのことを学び、自分の進

路や将来について考える良い機会となりました。感想や成果等については、こ

あに発表会で発表する予定です。 

（6）７月 27 日～29 日に小学校６年生修学旅行が行われました。今年度も木古

内町での海辺の体験活動を行い、新たに地元の小学生との交流活動が実現しま

した。夕食を共にして交流を深めることができました。また、事前に作成した

村を紹介するパンフレットを持参し、上小阿仁村のＰＲ活動も行うことができ

ました。 

（7）8 月 6 日、7 日には小学校 4・5 年生宿泊体験学習が八峰町・白神体験セン

ターで行われ、海でなければできないシーカヤック体験、海水浴、そして海辺

の生き物調査等を行いました。 

（8）6 月議会でお知らせした第 1 回総合教育会議が 7 月 23 日に開催され、上

小阿仁村教育大綱が策定されました。この大綱に基づいて、今後の学校教育や

社会教育が行われていくことになります。 

（9）平成 26 年度の事業について、学識経験者の知見を活用した教育委員会の

事務に関する点検及び評価を実施し、報告書にまとめました。今後とも、事業

や施策の改善を図りながら、教育行政の適正な執行に進めてまいります。 

2．生涯学習班関係について 

（1）上小阿仁村スポーツ少年団交流大会が 7 月 4 日、村民グラウンドとトレー

ニングセンターを会場に、鷹巣南ベースボールクラブスポーツ少年団と鷹巣小

学校女子ミニバスケットボールスポーツ少年団を迎えて行われました。暑さに

負けないで熱戦を繰り広げる元気な子ども達の姿が見られ、交流を深めること

ができました。 

（2）7 月 26 日、生涯学習センターにおいて第 17 回かみこあに芸能まつりが開

催されました。今年は、村外からの特別出演を含めて 14 団体が出演し、ステー

ジで繰り広げられる熱演に観客から盛大な拍手が送られました。出演者を含め

ますと 400 人近い皆さんが参集していただきました。会場に出演者の熱意が伝

わり、盛り上がりのある芸能まつりとなりました。 

（3）8 月 14 日には、生涯学習センターにおいて、上小阿仁村成人式が挙行さ

れました。今年は男性 16 人、女性 11 人、計 27 人の対象者のうち 24 人が出席

しました。ご来賓の祝辞や恩師のメッセージがあり、参列した多くの方々から

も祝福を受け、成人としての決意や心構えを新たにしました。 

 国保診療所関係 
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 4 月から 7 月までの診療状況は、内科が診療日数 78 日、患者数 1,888 人、1

日平均患者数は 24.2 人。歯科は診療日数 81 日、患者数 938 人、１日平均患者

数は 11.6 人。毎週月曜日診察の泌尿器科につきましては、診療日数 14 日、患

者数 275 人、１日平均患者数は 19.6 人となっております。 

 今後とも地域住民の健康を守る医療機関として、より一層の経営努力を進め

てまいりますので、ご理解のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 杉風荘関係 

 猛暑により利用者の熱中症予防を重点的に取り組んでおります。 

 8 月 17 日現在の入所状況は、契約入所者 86 名で満床。短期入所者 4 名の入

所で、本村の出身者は 53 名となっております。 

 ９月 17 日には敬老会を開催いたします。 

 75 歳以上の方は 81 名、うち 90 歳以上の方は 23 名、100 歳以上は 2 名であり

ます。 

 利用者の皆様にお祝い申し上げるとともに、健やかなご長寿をご祈念申し上

げます。 

 以上であります。 

○議長（小林信） これで行政報告を終わります。 

 


